
所 属：個人所属

型 式：富士重工式ＦＡ－２００－１８０型

登録記号：ＪＡ３６２６

発生場所：大分県大分郡庄内町大字阿蘇野字大野原の花牟礼山山腹

発生日時：平成１１年８月１日 ０８時３５分ごろ

１ 航空事故調査の経過

1.1 航空事故の概要

ＪＡ３６２６は、平成１１年８月１日、旅行のため、機長だけが搭乗し、大分空

港から熊本空港に向かったが、悪天候のため大分空港へ引き返す途中、０８時３５

分ごろ、大分県内の花牟礼山山腹に不時着した際、機体を損傷した。

搭乗者の死傷 機長 軽傷

航空機の損壊 大破 火災発生無し

1.2 航空事故調査の概要

主管調査官が、平成１１年８月２日～４日、現場調査を実施した。

原因関係者から意見聴取を行った。

２ 認定した事実

2.1 航空機乗組員に関する情報

機長 男性 ５０歳

自家用操縦士技能証明書（飛行機） 第Ａ４２３８２１号

限定事項 陸上単発機 平成 ９ 年１１月１２日

総飛行時間 １７４時間００分

同型式機飛行時間 ７０時間２０分

2.2 航空機に関する情報

2.2.1 航空機

型 式 富士重工式ＦＡ－２００－１８０型

総飛行時間 １２,２５７時間３２分

事故当時の重量及び重心位置 ９１０ 、２２.９％ＭＡＣと推算され、kg

許容範囲内と推定される。



2.2.2 航空機各部の損壊の状況

1 胴体 前方下部損傷、風防破損( )

2 主翼 左右共破断( )

3 尾翼 左水平安定板破損( )

4 プロペラ プロペラ・ブレード２枚共後方へ湾曲、スピナー損傷( )

5 エンジン マウント損傷、カウリング損傷( )

6 降着装置 前脚折損( )

2.3 気象に関する情報

2.3.1 天気概況

平成１１年８月１日０５時、福岡管区気象台大分地方気象台が発表した天気概

況は、次のとおりであった。

太平洋高気圧に覆われ、九州北部地方は各地とも晴れとなっていますが、

大分県の南部では弱い雨の降っているところがあります。

台風第７号は、那覇市の南東およそ３５０キロの海上にあって北西に進ん

でいます。

今日は、太平洋高気圧は勢力がやや弱まり、台風第７号を取りまく外側の

雲域が近づいて来る見込みです。九州北部地方は、初め晴れているところも

次第に曇りとなり夜は雨の降るところが多いでしょう。午後は大気の状態が

不安定で雷雨となるところがあるでしょう （以下省略）。

（付図２－１、２－２参照）

2.3.2 注意報

平成１１年８月１日０５時１５分、大分地方気象台が発表した注意報は、次の

とおりであった。

大分県北部、中部及び南部：雷、波浪注意報

大分県西部 ：雷注意報

2.3.3 事故現場の北東約５３ に位置する大分空港（出発地）の、事故関連時間km

帯の航空気象観測値は、次のとおりであった。

08時00分 風向 １５０°、風速 １１ 、視程 １０ 以上、雲 ２ ８積雲kt km /

１,０００ 、４ ８積雲３,０００ 、７ ８高積雲１０,０００ft / ft /

ft inHg、気温 ２５℃、露点温度 ２４℃、ＱＮＨ ２９.８０

09時00分 風向 １４０°、風速 ０９ 、視程 １０ 以上、雲 １ ８積雲kt km /

１,０００ 、３ ８積雲４,０００ 、７ ８高積雲１０,０００ft / ft /



ft inHg、気温 ２５℃、露点温度 ２４℃、ＱＮＨ ２９.８１

2.3.4 熊本空港 目的地 の事故関連時間帯及び機長が出発前に確認した０７時( )

００分の航空気象観測値は、次のとおりであった。

07時00分 風向 変動、風速 ０３ 、視程 １０ 以上、雲 １ ８積雲kt km /

２,５００ 、３ ８層積雲５,０００ 、気温 ２７℃、露点温度ft / ft

inHg２２℃、ＱＮＨ ２９.７８

08時00分 風向 １７０°（変動１３０°～２００° 、風速 ０４ 、視程） kt

１０ 以上、弱い驟雨、雲 １ ８積雲１,５００ 、３ ８積雲km / ft /

２,５００ 、７ ８積雲４,０００ 、気温 ２６℃、露点温度ft / ft

inHg２３℃、ＱＮＨ ２９.８０

08時36分 風向 １２０°、風速 ０３ 、視程 １０ 以上、驟雨、雲kt km

１ ８積雲１,５００ 、３ ８積雲２,５００ 、７ ８積雲/ ft / ft /

４,０００ 、気温 ２５℃、露点温度 ２２℃、ＱＮＨft

inHg２９.８１

2.3.5 事故現場の北約１０ に位置する大分地方気象台湯布院地域気象観測所のkm

事故関連時間帯の観測値は、次のとおりであった。

08時00分 風向 南、風速 １ 、気温 ２５.３℃、日照時間 ０.０ｈ、m/s

mm降水量 ０

09時00分 風向 東、風速 １ 、気温 ２６.０℃、日照時間 ０.０ｈ、m/s

mm降水量 ０

2.3.6 事故当時の事故現場付近の気象は、機長の口述によれば、次のとおりであ

った。

天気はくもり、所により雨、同機が飛行した高度３,０００ 付近はほとft

んど雲に覆われていた。

2.4 現場調査

2.4.1 現場の状況

事故現場は、花牟礼山山頂（標高１,１７０ｍ）の北北東約１.４ の尾根に近km

い、勾配約４０°の東側斜面（標高約１,０８５ｍ）で、高さ十数ｍの杉、檜等

の樹木が群生していた。

同機は、機首部を接地させ、機首を概ね西北西に向けて停止していた。

機体の停止位置とその東約２５ｍの地点の間にあった約２０本の樹木に同機が



衝突した痕跡が認められた。この樹木の痕跡から、同機は、概ね東から西に向か

って、約２０°の角度で上昇飛行しながら、樹木に次々と衝突したものと推定さ

れる。

また、機体の停止位置の東約２３ｍの地点には右主翼の外翼部が、同約１６ｍ

の地点には左主翼の約２／３の部分が、同約１４ｍの地点には左フラップが地面

に落下していた。これらは、いずれも同機が樹木と衝突したことにより機体から

破断、分離したものと推定される。

（写真１、２参照）

2.4.2 飛行の経過

同機が大分空港を出発するまでの経過は、機長によれば、概略次のとおりであ

った。

出発前に、大分地方気象台大分空港出張所において、目的地等の気象を確

認した。

その際、予報官から、大分県南部から宮崎県にかけて観測されていたレー

ダー・エコーについて説明を受けたが、エコーは、大分空港から熊本空港へ

の経路の南側にあって、経路上にはかかっていなかったことから、熊本空港

への飛行はまだ大丈夫と判断した。

また、飛行経路方向の天候を目視で確認したところ、大分市付近までは海

岸等がはっきり見えたが、それより先はよくわからなかった。

これらのことから、巡航高度約３,５００ での飛行が可能と判断したが、ft

大分市を通過した後、もし天候が悪かった場合には、大分空港に引き返すつ

もりで出発することとした。

大分空港事務所に提出された同機の飛行計画は、次のとおりであった。

飛行方式：有視界飛行方式、出発地：大分空港、移動開始時刻：

０８時２０分、巡航速度：９５ 、巡航高度：ＶＦＲ、経路：久住、kt

目的地：熊本空港、所要時間：１時間、飛行目的：その他、持久時間で表

された燃料搭載量：４時間００分、搭乗者数：１名

以後、事故に至るまでの経過は、機長によれば、概略次のとおりであった。

大分空港を０８時１１分に離陸し、大分市の上空を通過した後、針路

２４０°、高度約３,０００ で熊本空港に向かった。ft

左に芹川ダムを見て飛行し、大分市から約１０分間飛行したころ、右前方

に久住山の麓が見えてきたが、麓から上はすべて雲に覆われていた。そのよ

うな雲の多い状態で大分空港から熊本空港へ飛行した経験がなかったので、

いつでも大分空港への引き返しに移れるよう心の準備をした。



間もなく雨が降り始め、前方に雲があったため、熊本空港への飛行は無理

と判断し、大分空港へ引き返すこととし、左旋回を開始した。

針路が０６０°付近になった時、雲が目前に迫ってきたので少し降下した。

針路を０６０°に戻さなければならないと思いながらも、周辺は雲がいっ

ぱいで、雲を避けるため、左右に蛇行し、降下したり、上昇したりしなけれ

ばならなかった。

このような飛行をしていると山に衝突することが必至であると考え、これ

以上飛行を継続することを断念し、樹木が見えたら、樹上に軟着陸して不時

着しようと決心した。

遂に雲を回避しきれず雲中飛行となった。その時の飛行方向は全然分から

なかった。

その直後、前方に樹木が見え、瞬間的にパワーを絞り、操縦輪を一杯に引

いて、樹上への軟着陸を試みた。機体は上昇しながら次々と樹木に衝突し、

停止した。

燃料コック及びスイッチ類をオフにして機外に出た。

携帯電話により、不時着した旨を大分空港事務所に通報した。

（付図１参照）

2.5 捜索及び救難に関する情報

０８時４２分ごろ、大分空港事務所に 「大分市から２４０°の方向に約１０分、

間飛行した地点に不時着した 」旨の機長からの連絡があり、捜索救難活動が開始 さ。

れた。

空中及び地上から捜索が実施され、機長の携帯電話により捜索機関と機長との間

で断続的に連絡が取れたが、事故現場が特定できなかったこと、天候が悪かったこ

と、事故現場が山中で群生した樹木に覆われていたことから、当日は、機長及び事

故機を発見することはできなかった。

翌８月２日、機長が、事故現場付近にあった標石（国土地理院の測量標識杭）に

刻まれた標識番号を読みとって、捜索機関に連絡してきたことから、事故現場が特

定された。

機長は、８月２日１３時０５分ごろ、事故現場において地上からの捜索隊に発見、

救助され、１５時０４分ごろ、庄内町の診療所に収容された。

なお、同機には、航空機用救命無線機（ＥＬＴ）は搭載されていなかった。



３ 事実を認定した理由

3.1 機長の口述から、事故現場周辺の気象は、ほとんど雲に覆われ、所により雨が

降っていたものと推定される。

3.2 事故発生地点の位置及び機長の口述から、同機は、機長が久住山の麓から上が

雲に覆われているのを認めた後も熊本空港への飛行を継続したものと推定される。

その後、機長は大分空港に引き返そうと決心したが、決心の時期が遅れ、雲を避

けて蛇行飛行や上昇、降下を続けているうちに機位を失い、最終的に雲中飛行とな

り、花牟礼山に接近したものと推定される。

3.3 事故現場の状況、機体の損傷状況及び機長の口述から、機長は、雲中において

前方に樹木を視認し、上昇しながら上り斜面の樹上に不時着したが、その際、同機

は、群生した樹木に衝突し、機体を損傷したものと推定される。

４ 原因

本事故は、同機が、天候の悪い山岳地を飛行中、機長の気象状況に対応する処置が

不適切であったため、機位を失って雲中飛行となり、その後不時着した際、機体を損

傷したことによるものと推定される。












